
　所有税　：　本則15％　→　10％

　　 短期（5年以下）の所有土地を譲渡した 短期（5年以下）の所有土地の譲渡した場合に

場合には通常の法人税率　＋10％ は譲渡所得への39％の課税（所得税30％

の52％分離課税（所得税40％、住民税12％）

住民税9％）、個人事業者は短期譲渡所得へ長期（5年超）の所有土地を譲渡した

場合には通常の法人税率　＋5％

　個人住民税　：　本則5％　→　4％

土地譲渡益重課
個人重課法人重課

第119号

ひとくちメモ

3月にひな祭りに出てくるハマグリ。お吸いものとかとても美味しいですよね。
では、なぜひな祭りにハマグリを食べるのでしょうか。そのヒントはハマグリの特性

にあるようです。ハマグリは２枚の貝殻はピタッと合うのですが、他の貝殻とは絶対に
合うことがないのです。
つまり、ハマグリのように、ピタッと合う相手に恵まれますように、

そして末永く幸せになりますように、と願って、ひな祭りで出すように
なったようです。ちなみにですが、なぜハマグリと言うかというと、
浜に転がっている栗のようだからとのことのようです。
それで「ハマグリ」と言う名前がついたようです。

昨年12月、平成29年度税制改正大綱が閣議決定されました。
前回お伝えできなかった、住宅・不動産関連の主な改正内容の概要についてお知らせ
いたします。

◆優良住宅地造成のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得の軽減

税率を2019（平成31）年末までに3年間延長

◆土地譲渡益重課制度の停止を2020（平成32）年3月末まで3年間延長

優良住宅地造成のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得の軽減税率とは・・・
優良建築物の建築や公共施設整備を伴う宅地造成事業や都市計画法の開発許可もしくは都道府県

知事の優良宅地認定を受けた住宅地の造成事業のために土地等を譲渡した場合の譲渡益の2,000万円
以下の部分に対して右の軽減税率を適用するもの（2,000万円以上の部分については本則20％）

土地譲渡益重課制度とは・・・
土地譲渡益に対して特別税率

が課される重課制度を停止して
ること
（1998年より課税停止中）


